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皆さまから
税金として
集めたお金

基金などから
入ってくるお金

国や県から
入ってくる
使い道が

決められたお金

国や銀行から
借りたお金

交付金などその他
入ってくるお金

町税

国庫支出金

県支出金

町債

その他

高齢者や障がい者、
児童福祉のために
使うお金

農業の振興、農道やほ場整備
などに使うお金

検診費、環境美化などに使うお金

消防・防災対策などに使うお金

借金を返すお金

議会運営などに使うお金

その他使うお金
※札束の比率はおおまかなもので正確なものではありません。

民生費

衛生費

農林水産費

公債費

商工費

議会費

その他

消防費

特別会計とは・・・特定の事業を行うために会計が別々になっているお金

5,930万円
宅地造成事業

650万円
（介護サービス事業勘定）

介　護　保　険

16億5,300万円
（保険事業勘定）

6億8,825万8千円

下水道事業会計
（公営企業会計）

2億7,600万円
後期高齢者医療

9,700万円

芳賀工業団地
排水処理センター

18億6,000万円
国民健康保険芳賀町は6つの

事業で分かれているよ。

特別会計予算

商工業や観光の振興などに使うお金

昨年の残ったお金

その他

繰入金

施設使用料や寄付金など
その他から入ってくるお金

教育費

総務費

土木費

道路の整備や修繕、
市街地整備などに使うお金

学校教育や生涯学習
に関する経費に使うお金

町の行政全体の事務、
職員の給与などに使うお金

令和8年　第2回芳賀町議会定例会
　3月3日から16日までの14日間の会期で開かれました。初日の3月3日は町長から提出された議案の提案理由の説明
を受け、同意案を可決しました。3月5日は一般質問を行い、3月6日は令和8年度予算を除く議案の質疑・討論・採決を行
いました。3月10日は令和8年度予算の質疑を行った後、予算審査を常任委員会に付託し3月12日まで審査を行いまし
た。最終日の3月16日には令和8年度予算を原案どおり可決しました。

　令和8年1月29日に第1回芳賀町議会臨時会を開催し、承認1件、議案7件、発議1件をそれぞれ全
会一致で可決しました。

承認第1号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度芳賀町一般会計補正予算（第5号））
議案第1号 芳賀町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
議案第2号 芳賀町職員の給与に関する条例及び芳賀町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条

例の一部改正について
議案第3号 芳賀町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
議案第4号 損害賠償額を定め和解することについて
議案第5号 令和7年度芳賀町一般会計補正予算（第6号）
議案第6号 令和7年度芳賀町介護保険特別会計補正予算（第2号）
議案第7号 令和7年度芳賀町下水道事業会計補正予算（第2号）
発議第1号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

　令和8年3月31日をもって任
期満了となる綱川文世氏（八ツ
木）を引き続き最適任者として
選任することに議員全員が同
意しました。

芳賀町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

綱川　文世氏
　 　 　 　

　荒井俊夫氏（西水沼）が令和8
年6月30日をもって任期満了と
なるため、後任に綱川浩行氏
（給部）を最適任者として法務
大臣に推薦することを議員全員
が同意しました。

人権擁護委員の候補者の推薦同意

綱川　浩行氏
　 　 　 　

わかりやすく!　芳賀町のお金
令和8年度　一般会計予算

一般会計とは・・・町の運営をする基本的なお金

令和8年度
予算可決 予算総額141億6,005万8千円
　令和8年度の一般会計当初予算は95億2,000万円で、令和7年度と比較して約6億4,000万円の増額とな
ります。
　特別会計は46億4,005万8千円で前年度と比較して2億7,534万8千円の減額、一般会計と特別会計を合
わせた予算総額141億6,005万8千円となります。

　固定資産評価審査委員会委員は、土地や建物の登録された価格（評価額）について納税
者からの不服を審査し、決定するために設置された独立の第三者機関です。芳賀町の委員
定数は3人で任期は3年です。

〈ちょこっとQ＆A〉

固定資産評価審査委員会委員とは？

　毎月定例の人権相談のほか人権尊重の考えを広めるために小中学校人権教室や街頭で
の啓発活動など各種人権活動を行います。委員の人数は5人で任期は3年です。

人権擁護委員とは？

令和8年　第1回芳賀町議会臨時会

48億4,200万円

11億7,278万円

10億2,890万円

3億9,870万円

9億9,500万円

29億917万円

6億6,855万円

6億4,010万円

5億9,400万円

3億1,713万円

4億7,125万円

8,919万円

3,083万円

3億5,949万円

4億7,313万円

2億5,000万円

8億2,013万円

15億2,032万円

14億5,933万円

95億2,000万円入ってくる予定のお金 使う予定のお金
歳　入 歳　出

繰越金
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高齢者や障がい者、
児童福祉のために
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農業の振興、農道やほ場整備
などに使うお金

検診費、環境美化などに使うお金

消防・防災対策などに使うお金

借金を返すお金

議会運営などに使うお金

その他使うお金
※札束の比率はおおまかなもので正確なものではありません。

民生費

衛生費

農林水産費

公債費

商工費

議会費

その他

消防費

特別会計とは・・・特定の事業を行うために会計が別々になっているお金

5,930万円
宅地造成事業

650万円
（介護サービス事業勘定）

介　護　保　険

16億5,300万円
（保険事業勘定）

6億8,825万8千円

下水道事業会計
（公営企業会計）

2億7,600万円
後期高齢者医療

9,700万円

芳賀工業団地
排水処理センター

18億6,000万円
国民健康保険芳賀町は6つの

事業で分かれているよ。

特別会計予算

商工業や観光の振興などに使うお金

昨年の残ったお金

その他

繰入金

施設使用料や寄付金など
その他から入ってくるお金

教育費

総務費

土木費

道路の整備や修繕、
市街地整備などに使うお金

学校教育や生涯学習
に関する経費に使うお金

町の行政全体の事務、
職員の給与などに使うお金

令和8年　第2回芳賀町議会定例会
　3月3日から16日までの14日間の会期で開かれました。初日の3月3日は町長から提出された議案の提案理由の説明
を受け、同意案を可決しました。3月5日は一般質問を行い、3月6日は令和8年度予算を除く議案の質疑・討論・採決を行
いました。3月10日は令和8年度予算の質疑を行った後、予算審査を常任委員会に付託し3月12日まで審査を行いまし
た。最終日の3月16日には令和8年度予算を原案どおり可決しました。

　令和8年1月29日に第1回芳賀町議会臨時会を開催し、承認1件、議案7件、発議1件をそれぞれ全
会一致で可決しました。

承認第1号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度芳賀町一般会計補正予算（第5号））
議案第1号 芳賀町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
議案第2号 芳賀町職員の給与に関する条例及び芳賀町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条

例の一部改正について
議案第3号 芳賀町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
議案第4号 損害賠償額を定め和解することについて
議案第5号 令和7年度芳賀町一般会計補正予算（第6号）
議案第6号 令和7年度芳賀町介護保険特別会計補正予算（第2号）
議案第7号 令和7年度芳賀町下水道事業会計補正予算（第2号）
発議第1号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

　令和8年3月31日をもって任
期満了となる綱川文世氏（八ツ
木）を引き続き最適任者として
選任することに議員全員が同
意しました。

芳賀町固定資産評価審査委員会委員の選任同意

綱川　文世氏
　 　 　 　

　荒井俊夫氏（西水沼）が令和8
年6月30日をもって任期満了と
なるため、後任に綱川浩行氏
（給部）を最適任者として法務
大臣に推薦することを議員全員
が同意しました。

人権擁護委員の候補者の推薦同意

綱川　浩行氏
　 　 　 　

わかりやすく!　芳賀町のお金
令和8年度　一般会計予算

一般会計とは・・・町の運営をする基本的なお金

令和8年度
予算可決 予算総額141億6,005万8千円
　令和8年度の一般会計当初予算は95億2,000万円で、令和7年度と比較して約6億4,000万円の増額とな
ります。
　特別会計は46億4,005万8千円で前年度と比較して2億7,534万8千円の減額、一般会計と特別会計を合
わせた予算総額141億6,005万8千円となります。

　固定資産評価審査委員会委員は、土地や建物の登録された価格（評価額）について納税
者からの不服を審査し、決定するために設置された独立の第三者機関です。芳賀町の委員
定数は3人で任期は3年です。

〈ちょこっとQ＆A〉

固定資産評価審査委員会委員とは？

　毎月定例の人権相談のほか人権尊重の考えを広めるために小中学校人権教室や街頭で
の啓発活動など各種人権活動を行います。委員の人数は5人で任期は3年です。

人権擁護委員とは？

令和8年　第1回芳賀町議会臨時会
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10億2,890万円

3億9,870万円
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令和8年度 一般会計予算の主な質疑
　ホームページ上のＡＩチャットボットに問い合わせると自動で答えて
くれるシステムを導入し、来場者や町民の方々の利便性向上に努めてま

いります。

ホームページリニューアルに伴い
ＡＩチャットボットを導入するのか詳細を伺う。

けやき台公園サッカー場人工芝整備工事設計委託料について伺う。

現在、空き家状態がどれくらい進んでいるか伺う。

予算の特徴のスーパースマートタウンについて、未来を先取りするとあるが、
具体的にはどのような予算を組んでいるのか伺う。

防犯カメラの設置場所と台数、
また防犯灯の設置場所について伺う。

芳賀北小敷地内への学童保育所新設工事設計
業務委託料について、経緯、規模などを伺う。

災害対策の備品購入についての内容と管理方法、
また備品の補助について伺う。

　間仕切り用テント250張、簡易ベッド100台、移動式エアコン10台を
購入予定です。基本的には町で一括管理しますが、状況を見て地域への

配備も検討していきます。自治会などへの補助金については、年間13万円を用意しています。国
に申請可能なものもありますので、詳細は個別に相談していただければと思います。

　現在は生涯学習センターで実施していますが、利用人数が多い際には
センターの利用者に影響が出ています。また、スクールバスでの移動に

よる経費発生や調整にあたる方々の負担、児童の安全面などを総合的に考慮し、学校敷地内で
の建設を予定しています。
　規模は、現段階で定員120人、延べ床面積は330平方メートル程度、敷地面積は400平方メー
トル程度を想定しています。

子育て支援課長

環境課長

建設課長

総務課長

省エネ家電製品買換促進事業補助金についての
内容と申請方法を伺う。

　家庭において消費電力の大きい冷蔵庫、エアコン、テレビへの買換え
を支援する事業です。本体価格（税込）の3分の1、上限3万円を補助しま

す。購入者が申請を行った上で、補助金の交付を決定する仕組みとなります。

道路維持整備費の工事請負費についての
内容と契約件数を伺う。

議員の質問の中で主なものを要約執筆し、掲載しています。

　130万円超の工事請負費については、下高根沢地区・芳志戸地区の車
両待避所設置工事や、芳賀工業団地内中央分離帯の防草工事が主なも

ので、契約件数は8件を予定しています。また、130万円以下の工事請負費については、パトロー
ルや町民からの指摘箇所、地区座談会からの要望など、日常的な小破修繕対応に充てており、令
和7年度は現時点で40件の対応を予定しています。

中村由美子
議員

岡田年弘
議員

杉田貞一郎
議員

市川司
議員

石川保
議員

古谷康典
議員

有坂隆志
議員

藤沼英之
議員

小林一男
議員

　令和6年時点の調査で町内に325件の空き家があり、年々増えていま
す。平成26年から空き家バンク制度を開始し、令和5年からは空き家相

談会を実施しており、これまでに登録18件、契約11件の実績があります。また、栃木県で子育て
世代の方が空き家をリフォームする際の上乗せ補助が検討されていますので、今後も最新の情
報をお伝えしていきます。

　現在は土のグラウンドのため、雨天時や雨天後のコンディション維持
が課題となっています。天候に左右されにくい環境整備と利用環境の向

上を目的として、公式のサッカー場1面がとれる面積の整備を予定しています。

　５つのプロジェクトを推進しています。主に公共交通についてはＡＩオ
ンデマンドタクシーの導入、持続可能プロジェクトではＤＸ（デジタルト

ランスフォーメーション）の推進、定住促進についてはＬＲＴ沿線地区の開発、子育て応援では
学童保育の新設などを予定しています。

　防犯カメラは公園、運動場、トランジットセンターなど、公共施設を中
心に８機設置予定です。防犯灯については、各地区の防犯組合や自治会

などと協議の上、必要な場所へ設置を進めてまいります。

　　　　　　AIチャットボットとサイトマップのジャンプページ、プッシュ通知に集約しても良
いと思うので本当に使いやすいホームページにしていただきたい。

　　　　　　現在の場所では手狭になっているということと、これから利用者が増えていく可
能性もありますので、1日も早く利用できるように進めていただきたい。

　　　　　　道路維持費は年々増えていく、整備する箇所が多くなるということなので、町民の
要望に応えられるよう計画的に予算を執行していただきたい。

　　　　　　各自治会の防災訓練に対する補助は承知しているが、プラスしてその都度備品を
購入して追加できるような支援体制というものも、検討をいただきたい。

　　　　　　新規事業なので、周知徹底をし、多くの方が利用しやすいように進めていただきたい。

　　　　　　人工芝ということになると、何年か後に張り替えということも検討に入ってきて、
管理費も含めて大きな費用がかかることなので、まだ設計業務の段階なので、その辺もしっかり
加味して計画を立てていただきたい。

　　　　　　未来を先取りということであれば、もう少し先に行かないと駄目ではないか。予算
の組み方や文章の表現なども、もっと未来に向かったものにしていただきたい。

　　　　　　暗いところが多いので少しでも多くつけてもらって安全のためになるようにして
いただきたい。

　　　　　　空き家が増えているようなので対策を進めていただきたい。

中村議員

杉田議員

岡田議員

石川議員

都市計画課長

生涯学習課長

企画課長

企画課長

総務課長

市川議員

有坂議員

古谷議員

藤沼議員

小林議員
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総　務
常任委員会

　総務・教育民生・産業建設常任委員会は3月10日から3月12日まで、令和8年度一般
会計および特別会計予算の書類審査と現地調査を行いました。
　各委員会は3月16日の本会議において意見を付して審査結果を報告しました。

（1） 公共交通の最適化では、AIオンデマンド交通システムの本格的な運営にあたり、従来のタク
シーという乗り物ではない公共交通である旨広く広報し、若年層から高齢者まで通勤、通学な
どストレスなく利用できるよう対応されたい。さらに企業との共創により、LRTへの利便性を高
め、未来の交通モデルを構築されたい。

（2） 町内の安心・安全のため、防犯カメラの公共施設への設置に際しては最適な設置場所を選定さ
れたい。また、防犯灯は地域の要望を考慮し適宜対応されたい。

委 員 長　　中村　由美子
副委員長　　石川　保
委　　員　　杉田　貞一郎
委　　員　　山口　菊一郎

付託内容 一般会計予算中、他の常任委員会の所管に属さないすべての歳入歳出
書類審査（3月11日） 総務課、企画課、税務課、会計課、議会事務局、監査委員事務局
現地調査（3月12日） 芳志戸小備品倉庫、防犯カメラ設置予定地、デマンドタクシー事務所

教育民生
常任委員会

委 員 長　　有坂　隆志
副委員長　　市川　司
委　　員　　小林　信二
委　　員　　岡田　年弘

主な審査の内容
・祖母井保育園天窓改修工事
　 101万2千円

付託内容 一般会計予算中、教育民生の所管に属する歳入歳出
 国民健康保険特別会計予算歳入歳出
 後期高齢者医療特別会計予算歳入歳出
 介護保険特別会計予算歳入歳出
書類審査（3月10日、3月11日） 住民課、環境課、健康福祉課、子育て支援課、学校教育課、生涯学習課
現地調査（3月12日） けやき台公園、芳賀中学校、祖母井保育園、総合情報館

可
決

▲書類審査（総務課）

▲書類審査（子育て支援課）

主な審査の内容
・防犯カメラ、防犯灯の設置工事
　 583万6千円
　安心・安全のため、町内の公共施設を中心に防犯カメラと防犯灯
の設置工事を行います。

▲芳志戸小備品倉庫

▲祖母井保育園

常任委員会予算審査

審査の意見又は特に留意すべき事項

　総体的に、公共施設や教育施設において、老朽化により補修、修理、更新等の予算が増大している。
また、バス路線の廃止に伴い、子供や高齢者等の交通弱者に対する代替交通の対応等も急務であり、
限りある財源で最大限の効果をあげるため、長期的展望に立った予算配分に留意しながら町民の利
便性を考え適切な予算執行に努められたい。

審査の意見又は特に留意すべき事項

　祖母井保育園舎の屋根に設置されている天窓について、経年劣化
による雨漏りが発生していることから、改修工事を実施します。

主な審査の内容
・かしの森公園再整備委託料
　 3,209万3千円

▲かしの森公園

　かしの森公園の再整備に向けて桜の植栽や地質調査を実施しま
す。

産業建設
常任委員会

委 員 長　　藤沼　英之
副委員長　　黒﨑　浩一
委　　員　　小林　一男
委　　員　　古谷　康典

付託内容 一般会計予算中、産業建設常任委員会の所管に属する歳入歳出
　 芳賀工業団地排水処理センター特別会計予算歳入歳出
　 芳賀町宅地造成事業特別会計予算歳入歳出
　 芳賀町下水道事業会計予算歳入歳出
書類審査（3月11日） 農政課、商工観光課、建設課、都市計画課
現地調査（3月12日） 祖陽が丘、篠ノ入溜、大塚南線、桜並木、かしの森公園、飯島・上横西線、ロマンの湯

▲篠ノ入溜

（1） かしの森公園再整備計画については、令和8年度に桜植栽、測量、実施設計業務が予定され、本
格的な整備に向けて動き出す。今後も民間活力の導入を検討しながら、計画的、着実に再整備
を進められたい。

（2） 芳賀町の様々な事業や情報を自治体の魅力として町内外に発信し、人口減少を抑制すると共
に、交流人口・定住人口を増加させることで地域を活性化するシティプロモーションの取り組
みをさらに推進されたい。

審査の意見又は特に留意すべき事項
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採 決 結 果

報　告
報告第1号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 報告

条例制定

議案第8号 児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

条例の一部改正

議案第9号 芳賀町議会議員及び芳賀町長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第10号 芳賀町国民健康保険税条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第11号 芳賀町介護保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第12号 芳賀町公園設置条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第13号 芳賀町下水道条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第14号 農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に
ついて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第15号 芳賀町一般旅券印紙等購買基金条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

指　定
議案第16号 指定管理者の指定について（芳賀町B＆G海洋センター） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

無償譲渡
議案第17号 東高橋構造改善センターの無償譲渡について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

規約の変更
議案第18号 芳賀地区広域行政事務組合規約の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

補正予算
議案第19号 令和7年度芳賀町一般会計補正予算（第7号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第20号 令和7年度芳賀町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第21号 令和7年度芳賀町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第22号 令和7年度芳賀町介護保険特別会計補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第23号 令和7年度芳賀町工業団地排水処理センター特別会計補正予算（第
3号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第24号 令和7年度芳賀町宅地造成事業特別会計補正予算（第1号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第32号 令和7年度芳賀町一般会計補正予算（第8号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

予　算
議案第25号 令和8年度芳賀町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第26号 令和8年度芳賀町国民健康保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第27号 令和8年度芳賀町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第28号 令和8年度芳賀町介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第29号 令和8年度芳賀工業団地排水処理センター特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第30号 令和8年度芳賀町宅地造成事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

議案第31号 令和8年度芳賀町下水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案可決

同　意
同意案第1号 芳賀町固定資産評価審査委員の選任について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案同意

同意案第2号 人権擁護委員の候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 原案同意

令和8年第2回定例会議案一覧



一般質問とは

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

次回の定例会は
6月2日からの予定です。

会議当日　　　　午後８時から
再 放 送　翌日の午後２時から

放送時間

　多人数の傍聴の際は事前に事務局へご相
談ください。
　議会は、はがチャンネルでも放送します。

第3日目に一般質問が行われ、3人の議員が町政について質問しました。

町政を問う !一  般
質  問

①　町の入札・契約のあり方について
②　人口減少対策について

藤沼　英之　議員（10ページ）

①　町民の健康に繋がる運動とスポーツ
②　町内の公共交通

中村　由美子　議員（11ページ）

①　樹木の管理について
②　芳賀ロマンの湯について

小林　一男　議員（12ページ）

※変更される場合があります。
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議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

中村由美子が問う

町民の健康につながる運動と
スポーツを問う

藤沼英之が問う

町の入札・契約のあり方について
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画、下原で90区画、祖母井中部で40区画を予定し

民間の八ツ木の丘の未開発61区画も期待できます。

令和12年から17年の予定は祖母井北部の30区画の

みです。

芳賀町の自然動態では少子高齢化の影響により
毎年約210人が亡くなり、約90人が生まれて

きているので、毎年約120人が減ってしまう。住宅
地の整備とその他の施策の強化が必要ではないか。

都市計画課長 祖母井北部や橋場地区において

は関係者の皆さまとの合意形成や整備計画案の

検討などを進めます。そのほか市街化区域や地区計

画区域内においても民間開発などが活発になるよう

に官民一体となり取り組みます。

　また空き家の利活用においては引き続き空き家相

談会などを開催し、空き家バンクへの登録増加に取

り組みます。併せて定住補助金においてもこれから

確定する栃木県の補助金を有効に活用できるよう、

見直しを検討します。

企画課長・子育て支援課長 合計特殊出生率に

おいても芳賀町は令和3年度、5年度、6年度で

県内一位の出生率となっておりますので、こども家

庭センターによる妊娠から出産、子育てまでの切れ

目ない支援や待機児童数ゼロの継続など、子育て環

境の整備に取り組みます。さらにこれまでの取り

組みの成果として15歳未満の人口の割合が県内で

トップですので、若年層の方がこれからも芳賀町に

住んでいただけるような施策にも取り組んでいきま

す。

　今後はLRTの祖母井方面への延伸の検討も含め、

令和9年度に見直しを予定している都市計画マス

タープランをしっかりと策定しようと考えています。

日本の人口減少は少子高齢化の影響により全国
的に発生し深刻な社会問題となっている。芳賀

町においても人口減少が予想されている。町は第7
次芳賀町振興計画の人口減少対策を推進するとして
いる。最も有効な施策は住宅地の整備だと考えられ
る。町の目標人口は5年ごとに実施される国勢調査
に合わせて設定されている。住宅地の整備において
令和2年から7年の成果、令和7年から12年の予定、
令和12年から17年の予定を伺う。

町長　令和2年から7年までに行った住宅整備

は祖陽が丘で124区画、民間の八ツ木の丘で

132軒が開発されたので、ほぼ目標通りの数字が出

ました。令和7年から12年の予定は祖陽が丘で10区

町の入札、契約は税金を使い公共サービスを提
供する上で欠かせない制度であり公平な競争と

選定が求められるが町の体制は整っているのか場合
によっては予算をつけるべきではないか伺う。

町長　現在、芳賀町では入札、契約業務を担当

する専門職や技術職が十分に配置されていると

は言えない状況です。このような課題を解決するた

めにとちぎ建設技術センターの支援を積極的に活用

していく方針です。さらに必要に応じて予算を取っ

て技術センターにお願いするような対応を図ります。

改正建設業法及び公共工事入札契約適正化法に
ついての考え、取り組みを伺う。
総務課長　建設業の処遇の改善、資材高騰への

対応、労働環境の改善を目指しているものであ

り、建設業が地域の守り手として役割を将来にわ

たって果たし続けられるよう、必要な担い手の確保

に向けた対策を強化します。また年度当初からの工

事発注に努め、受注者の経営の安定や労働環境の改

善に配慮した発注方式を進めていきます。

問

答

答

問

答

問

答

人口減少対策について

問

答



議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

中村由美子が問う

町民の健康につながる運動と
スポーツを問う

藤沼英之が問う

町の入札・契約のあり方について
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実証運行乗合タクシーの実績と、拡大される4
月からの推移などについて伺う。
町長　朝6～8時と夕方17～19時に運行し、1月

31日現在で実利用者数36人、延べ利用者数1,544

人で、主に高校生の通学に利用されている状況です。

　4月からは、バスの廃止に伴う対応として9月まで

延長し、運行内容の拡充を図ります。平日の運行台

数を2台に増車し、土日祝日の日中時間帯も運行し

ます。町民以外の方も利用できるよう対象者の拡大

を行います。また、有償化による乗合タクシーの利

用変化につても検証し、AIオンデマンドの運行計

画に反映していきたいと考えています。

　その他、10月から運行予定のAIオンデマンド交

通の内容および方向性について質問をしました。

健康寿命が男女ともにワースト1となった芳賀
町として、高齢者だけでなく、幅広い町民に向

けた対策が必要ではないか。
町長　第7次振興計画において、健康寿命の改

善と運動習慣の定着を明記しており、健康への

理解促進と支援体制の充実、スポーツに親しむ機会

と環境の提供を整備していくことが必要な施策です。

　今後はライフステージに応じた運動・スポーツ施

策を展開し、運動機能維持の取組みなど、継続的に

取り組める仕組みづくりを進めます。

令和5～7年度を、健康づくり特別重点期間と
定め測定会などを行っているが、令和8年度以

降の予定は。
町長　令和8年度は、食事バランスをチェック

できる測定機の導入や、からだスッキリ教室を

新設します。令和9年度に策定する第3期芳賀町健康

づくり推進計画において、健康寿命延伸のために、

芳賀町に適した有効な事業を積極的に取り入れてま

いります。

令和8年度から総合型地域スポーツクラブが本
格的に始まるが、健康福祉課の連携の考えはあ

るか。
町長　健康相談や測定会の結果をもとに適切な

運動プログラムへ促すなど生涯学習課と緊密に

連携し、幅広い年代の皆様に継続的に運動に取り組

める環境づくりを進めてまいります。また、庁内関

係部署が一層連携を強化し、町全体で運動習慣およ

びさらなるスポーツ振興に取り組んでまいります。

総合型地域スポーツクラブが本格的になること
を含め、多種多様なスポーツなどが利用できる

体育館は足りているのか。スポーツを推進する立場
として総合体育館の新設の考えは。

生涯学習課長　現状の体育施設を効率よく使っ

ていくことで検討している状況です。現時点で

は総合体育館の建設は考えていませんが、利用実績

を見ながら、財政状況を踏まえ、今後の振興計画で

中長期的に検討を進めていきたいと考えています。

問
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町内の公共交通を問う
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議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

聲
こ え

私のいいたいこと私のいいたいこと小林一男が問う

樹木の管理について

クビアカツヤカミキリの成虫
（ほぼ実物大）

2～3
cm

▲フラス

12 No.204 議会だよりはが

ロマンの湯のさらなる利用者増加のため食事利
用を増やす人の流れを再考できないか。
町長　ロマンの湯は温泉施設という印象が強い
ことから、食事のみの利用が可能であることが

十分認知されてない面があると認識しております。
　指定管理者である芳賀町ロマン開発株式会社にお
きましても、ロマンの湯の食事利用を推進していく
必要性を認識しており、今後は道の駅のホームペー
ジや SNS などを活用した周知、館内表示の工夫、案
内方法の改善などに取り組んでいきます。

大広間に間仕切りを設け、パーソナル空間を演
出してはどうか
町長　芳賀町ロマン開発株式会社におきまして、
来館者の利用実態やご要望を十分に把握すると

ともに、ロマンの湯における大広間が担う役割を踏
まえ、実施の判断をしていくと伺っています。

トレーニングマシンの設置や子どもの遊具設置
を検討してはどうか
町長　比較的、高齢者の利用者が多いロマンの
湯におきましては、若年層や子育て世代など、

新たな顧客層の獲得につながる可能性があるものと
考えております。常設に限らず、期間限定の実証導
入や小規模な試験的導入など、取組方法も含めて設
置の検討を進めていくと伺っています。

地域おこし協力隊採用支援業務委託、地域活性
化起業人材派遣などで、町としての食の魅力を

高める取り組みを進めることで予算化されていると
思うが、具体的にはどのような活用を考えているの
か。

商工観光課長　食の魅力が弱いなどの課題解決
に向け、地域活性化起業人材派遣制度を活用し、

専門家のノウハウを生かしながら、食を通じた地域
活性化および食観光の推進を図ります。地域おこし
協力隊採用支援業務は、デジタル分野に強い人材の
派遣を依頼し、SNSや動画配信などデジタル媒体を
活用し、イベントや道の駅情報を戦略的かつ継続的
に発信することで関係人口の創出、情報発信力の強
化を図るために協力隊の募集を行うものです。

桜の枝落下により車を傷つける事件があった。
桜の寿命は約60年から80年と言われ、50年を

過ぎると枝枯れやテングス病、腐朽菌の侵入が増加
されると言われるが今後の管理方針について伺う。

町長　桜につきましては、現状の病害虫対策とし
て、年3回の薬剤散布や枝の剪

せん

定
てい

、落下の恐れの
ある枝の除去など維持管理を継続しつつ、衰えが目
立つものや通行される方々へのリスクが高いものか
ら伐採していく考えです。

樹木付近の住民は大量の落ち葉などの処理を善
意で担っていただいているが、町がもう少し関

与するべきではないか。
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クビアカツヤカミキリが当町でも確認されたが、
対策はどうなっているのか。
町長　私有地において、クビアカツヤカミキリの
被害が発生した場合については、令和8年度から、

被害木の伐採費用を助成するため、当初予算に計上
しています。

助成の内容は

環境課長　被害に遭った樹木の伐採、それから
伐根、そして運搬処分に要する費用で、その補助

対象費用の6分の5、上限で25万円の補助ということ
になります。
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樹木の管理について
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正田　大輔さん
（八ツ木）

　八ツ木の丘育成会でも、中学生の長距離通学は教育環境や健やかな成長に直結する
切実な課題です。
　これまでの経費膨張の歴史を踏まえ、スクールバスの単独導入が困難なことは十分
に理解しています。だからこそ、LRT開業という芳賀町の歴史的転換を生かし、町の
将来ビジョンに呼応する形で、公共交通網に「希望すれば公共交通で通学できる仕組
み」を位置づけ、需要を町全体で吸収する「全体最適」が進むことを願っています。
　公共交通による「自律的移動」の経験は、子どもに「一人で行動できる」という自己効
力感を与え、通学の枠を超えて将来の活動範囲をも広げます。誰もが多様な場所へ移
動できる環境が生み出され、芳賀町の未来を担う子どもたちのたくましい「生きる力」
と社会性を育むと期待しています。

LRT時代の通学課題：自律的移動が育む「生きる力」とまちの全体最適

板橋　由紀子さん
（西水沼）

更生保護女性会について
　私は、更生保護女性会に入会して17年になります。聞いたことがないという人も
多いと思いますが、概要は「国の更生保護事業に協力し、次世代を担う青少年の健全
育成に努めるとともに、あやまちを犯した人たちの立ち直りを支援するボランティア
団体」です。今、特に力を入れている活動が、町と社会福祉協議会と、地域の人たち
の支援もいただきながら、くれよん食堂（こども食堂）を月に一回農業者トレーニング
センターにて開催していることです。こんな女性たちの集まりですが、ちょっと高齢
化もしているので、それぞれが体調や都合に合わせ、できる人が、できることをする。
無理はせず、一番は自分を大切にして、楽しくボランティアをする。そんな組織なの
で、ぜひ興味のある方は、入会していただけたら嬉しいです。

平野　義孝さん
（祖母井）

未来のまち
　30年前、小学生の私はLRT事業計画を知り、宇都宮まで乗って通学したり、遊
びに行けたりする未来に期待を膨らませていました。
　しかし現状、芳賀町民にとっては停留所までの距離が遠く、利用しにくい状況
にあります。そのため通勤・通学の利便性は十分とは言えず、自家用車への依存
も続いています。これは南北を結ぶ真岡鉄道のように、町民にとっては中途半端
な事業にとどまっていると言わざるを得ません。
　採算性は低いとは思いますが、交通弱者のための安心安全な移動手段の確保、
地域への定住促進、公平な公共サービスを目指すためにも路線の延伸は必要不可
欠です。延伸により町民がアクセスしやすい交通網を整え、30年後、私がかつ
てワクワクした理想のまちが実現していることを期待します。
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1．議員のなり手が不足していると聞いてどう感じますか

2．なり手不足の主な原因は何だと思いますか。
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0 50 100 150 200 250
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　なり手不足を改善するための条件として、制度面と環境面の両面から多くのご意見をいただきました。

・議員としての活動成果を具体的に周知し、アピールする機会を増やすことが大切。
・仕事と議員活動を両立できる環境整備（オンライン活用、夜間開催など）が重要。
・報酬・手当の引き上げや、定数の見直しを含めた対策が必要。
・議員の活動を日常生活からかけ離れたものに感じさせない工夫が必要。
・女性や若い人が活躍できるよう、町民が考える機会の提供を。

　皆様からいただいた「議員の活動をもっと見える化してほしい」「地域とつながる場を増やしてほしい」という声は、私
たちが今後取り組むべき最優先事項です。議員一人一人がさらなる自己研鑽に取り組み、職責を十分に果たし町の発展
に貢献していきます。議会は、皆様の生活に直結する重要な場です。町政の健全な発展と住民福祉のさらなる向上、そし
て議会の機能強化のため今後も皆さまのご協力をお願いいたします。

議会から町へ要望書を提出
　3月18日、山口議長と議会改革検討委員会の有坂委員長から、町長
あてに議員報酬の見直しを求める「芳賀町議会議員報酬の適正化に
関する要望書」を提出しました。

自由意見には様々な意見が寄せられました。その中からいくつかご紹介します。

誰もが挑戦できる議会へ ―皆様の声から考えるこれからの議会運営―

皆様の声（自由意見から抜粋）

議会からのメッセージ

118件　（10.3％）

110件　（9.6％）

126件　（11.0％）

85件　（7.4％）

192件　（16.7％）

111件　（9.7％）

125件　（10.9％）

92件　（8.0％）

153件　（13.3％）

38件　（3.3％）

夜間・休日の会議・仕事を減らす

オンライン会議の導入

研修・講座の充実
（議員の仕事や法律知識を学べる）

子育て、介護支援
（託児サービス・費用負担など）

報酬・手当などの改善

政治活動に関する研修の充実

選挙のサポート

議会の雰囲気改善
（ハラスメント対策など）

立候補しやすい選挙制度の改善

その他

議員のなり手不足に関するアンケート結果報告
芳賀町議会のいま ―アンケート結果から見えた課題―
 芳賀町議会では、議会運営の継続性と多様な住民意見の反映を目指し、町内各種団体および町民の皆さま
を対象にアンケートを実施しました。多くの貴重なご意見をいただき、心から感謝申し上げます。今回の結
果を報告するとともに、これからの議会のあり方について考えていきたいと思います。

　なり手不足の理由は多岐にわたりますが、その中でも「仕事や家庭との両立」が最も多く、地域貢献の意欲
があっても、生活基盤との両立が大きな壁となっている現状が浮き彫りになりました。
　また、議員報酬の低さも挙げられています。議員報酬は30年間実質的な見直しが行われず、生活と両立さ
せるに見合うものとは言えません。多様な人材が立候補をためらうこととなっていることが否めません。

　アンケートの結果、8割を超える方が「なり手不足」に対して危機感や心配を抱いていることが分かりました。
　この結果から、多くの町民が議会の現状を注視し、将来の議会運営に対して不安を感じていることが浮き
彫りとなりました。

仕事や家庭との両立が
難しい・難しそう

時間が拘束される・合わない

議会の雰囲気が不安
（批判・圧力など）

人間関係が大変そう

報酬・手当などが低い

選挙運動が大変

知名度や人脈がない

自分に務まる自信がない

そもそも役割をよく知らない

その他

非常に危機感がある

ある程度心配

あまり気にしていない

初めて聞いた

106件　（29.5％）

216件　（17.9％）

123件　（10.2％）

87件　（7.2％）

124件　（10.3％）

149件　（12.3％）

179件　（14.8％）

109件　（9.0％）

105件　（8.7％）

78件　（6.5％）

38件　（3.1％）

183件　（51.0％）

48件　（13.4％）

22件　（6.1％）
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編 集 室
　3月定例会が実施され、令和8年度予算が承認
されました。新たな事業が展開されるような予
算編成になっていると思われます。
　議会広報常任委員会においても、2月に実施
した視察研修をもとに新たに各議員の予算の質
疑内容を町民の皆さまに分かりやすく掲
載することに取り組みました。
　今後の議員活動にご注目ください。
議会広報常任委員会委員長　黒﨑　浩一

応募方法：はがきにクイズの答え、氏名、住所、
　　　　　年齢、議会へのご意見を書いて下記ま
　　　　　でお送りください。（FAX・Eメール可）
あ て 先：321-3392
　　　　　芳賀町大字祖母井1020
　　　　　芳賀町議会事務局
　　　　　議会だより係
　　　　　（FAX）677-6057
　　　　　Eメールはこちらから➡

議会クイズ
正解者の中から抽選で3名の方に

粗品を進呈します。

令和8年度の一般会計当初予算は
いくらでしょうか。

問1

①141億6,005万8千円
②95億2,000万円
③46億4,005万8千円

問2
常任委員会予算審査で、現地調査を
行ったのはいつでしょうか。
①3月10日　　②3月11日　　③3月12日

はがま
ち

当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

203号答え
問1：③第7回　問2：①町内の公共交通について
たくさんのご応募ありがとうございました。

　今回はLRTミニタオルと
コースターです。こちらの
コースターは芳賀町の新し
いロゴマークを使用したノ
ベルティとなっております。
　たくさんのご応募お待ち
しております。

締め切り：令和8年5月31日（日）必着
※答えは次号で発表します。

政務活動費の使い道は？

これらに要する経費に対して

令和7年度収支報告

芳賀政友会
交付額 600,000円
支出額 393,602円
（内訳）調査研究費 393,602円

芳翔会
交付額 383,000円
支出額 242,260円
（内訳）調査研究費 242,260円

町民クラブ
交付額 240,000円
支出額 126,500円
（内訳）図書購入費 126,500円

市川　司　議員
交付額 60,000円
支出額 60,000円
（内訳）調査研究費 60,000円

※支出額以外の残金は返納しています。

12万円を限度に交付議員1人あたり
年額

町民の意見の把握 町政反映の
調査研究など町政の課題

　かしの森公園で開催された桜まつりでは、夜に
なると満開の桜が美しくライトアップされ、昼間と
は違った幻想的な景色が広がりました。訪れた人々
は、色とりどりのかわいらしい提灯や柔らかな光に
包まれた桜を楽しみながら、春のひとときを満喫し
ていました。
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